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【現状】 

 

１ 精検受診率について（令和３年度検診実施分） 

（１）胃がん検診 

・ 対がん協会の精検受診率は 89.4％で、目標値（90.0％以上）に達していない。 

・ 予防医学協会の精検受診率は 33.3％で、目標値（90.0％以上）に達していない。 

（２）肺がん検診 

・ 予防医学協会の精検受診率は 93.0％で、目標値（90.0％以上）に達している。 

 ・ 対がん協会の精検受診率は 93.4％で、目標値（90.0％以上）に達している。 

（３）大腸がん検診 

 ・ 対がん協会の精検受診率は 84.0％で、目標値（90.0％以上）に達していないが、許容値（70.0％

以上）に達している。 

・ 予防医学協会の精検受診率は 78.9％で、目標値（90.0％以上）に達していないが、許容値（70.0％

以上）に達している。  

（４）乳がん検診 

 ・ 対がん協会の精検受診率は 92.9％で、目標値（90.0％以上）に達している。 

・ 予防医学協会の精検受診率は 97.1％で、目標値（90.0％以上）に達している。 

（５）子宮頸がん検診 

 ・ 対がん協会の精検受診率は 92.4％で、目標値（90.0％以上）に達している。 

・ 予防医学協会の精検受診率は 90.0％で、目標値（90.0％以上）に達している。 

 

  



 
 

２ 要精検率について（令和３年度検診実施分）  

（１）胃がん検診 

 ・ 対がん協会の要精検率は 4.9％で、許容値（11.0％以下）に達している。 

・ 予防医学協会の要精検率は 1.8％で、許容値（11.0％以下）に達している。 

（２）肺がん検診 

 ・ 予防医学協会の要精検率は 2.9％で、許容値（3.0％以下）に達している。 

 ・ 対がん協会の要精検率は 0.6％で、許容値（3.0％以下）に達している。 

（３）大腸がん検診 

 ・ 対がん協会の要精検率は 5.7％で、許容値（7.0％以下）に達している。 

・ 予防医学協会の要精検率は 6.0％で、許容値（7.0％以下）に達している。 

（４）乳がん検診 

 ・ 対がん協会の要精検率は 1.6％で、許容値（11.0％以下）に達している。 

・ 予防医学協会の要精検率は 1.9％で、許容値（11.0％以下）に達している。 

（５）子宮頸がん検診 

 ・ 対がん協会の要精検率は 1.9％で、許容値（1.4％以下）に達していない。 

・ 予防医学協会の要精検率は 1.5％で、許容値（1.4％以下）に達していない。 

 

 

 

  



 
 

３ がん発見率について（令和３年度検診実施分） 

（１）胃がん検診 

 ・ 対がん協会のがん発見率は 0.15％で、許容値（0.11％以上）に達している。 

・ 予防医学協会では、がんは発見されなかった。 

（２）肺がん検診 

 ・ 予防医学協会のがん発見率は 0.09％で、許容値（0.03％以上）に達している。 

 ・ 対がん協会のがん発見率は 0.04％で、許容値（0.03％以上）に達している。 

（３）大腸がん検診 

 ・ 対がん協会のがん発見率は 0.27％で、許容値（0.13％以上）に達している。 

・ 予防医学協会のがん発見率は 0.25％で、許容値（0.13％以上）に達している。 

（４）乳がん検診 

 ・ 対がん協会のがん発見率は 0.33％で、許容値（0.23％以上）に達している。 

・ 予防医学協会のがん発見率は 0.39％で、許容値（0.23％以上）に達している。 

（５）子宮頸がん検診 

 ・ 対がん協会のがん発見率は 0.01％で、許容値（0.05％以上）に達していない。 

・ 予防医学協会でがんは発見されず、評価できない。 

 

 

 

  



 
 

４ 陽性反応的中度について（令和３年度検診実施分） 

（１）胃がん検診 

 ・ 対がん協会の陽性反応的中度は 4.9％で、許容値（1.0％以上）に達している。 

・ 予防医学協会では、がんは発見されなかった。 

（２）肺がん検診 

 ・ 予防医学協会の陽性反応的中度は 3.0％で、許容値（1.3％以上）に達している。 

 ・ 対がん協会の陽性反応的中度は 6.6％で、許容値（1.3％以上）に達している。 

（３）大腸がん検診 

 ・ 対がん協会の陽性反応的中度は 4.9％で、許容値（1.9％以上）に達している。 

・ 予防医学協会の陽性反応的中度は 4.2％で、許容値（1.9％以上）に達している。 

（４）乳がん検診 

 ・ 対がん協会の陽性反応的中度は 20.5％で、許容値（2.5％以上）に達している。 

・ 予防医学協会の陽性反応的中度は 26.0％で、許容値（2.5％以上）に達している。 

（５）子宮頸がん検診 

 ・ 対がん協会の陽性反応的中度は 0.5％で、許容値（4.0％以上）に達していない。 

 ・ 予防医学協会でがんは発見されなかった。 

  



 
 

５ がん検診事業評価のためのチェックリストの実施状況調査結果（令和４年度実施分） 

（１）胃がん検診 

 ・ 全検診機関等において、チェックリスト実施率 100％である。 

（２）肺がん検診 

 ・ 全検診機関等において、チェックリスト実施率 100％である。 

（３）大腸がん検診 

 ・ 全検診機関等において、チェックリスト実施率 100％である。 

（４）乳がん検診 

 ・ 全検診機関等において、チェックリスト実施率 100％である。 

（５）子宮頸がん検診 

 ・ 全検診機関等において、チェックリスト実施率 100％である。 

 

 

【検診機関等の評価】 

１ 各がん検診共通事項 

（１） 精検受診率の向上について 

・ 精検受診率向上のため、精密検査の受診状況の把握等について市町村との連絡を十分に行い、

未受診者及び未把握者の減少に御協力をお願いいたします。 

 

（２） 各がん検診事業評価のためのチェックリストの実施について 

・ 今後ともチェックリスト実施率 100％となる事業の実施をお願いいたします。 
 


